
脂質異常症



脂質とは
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気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より

5大栄養素のひとつ

エネルギー源
炭水化物：4kcal/g
蛋白質：4kcal/g
脂質：9kcal/g

主な働き
細胞膜の材料
副腎皮質ホルモンの材料
性ホルモンの材料
脂肪を消化する胆汁の成分



コレステロールと中性脂肪
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• 体内にある脂質の種類

• 水となじみやすいタンパク質と結びついて血中に存在

気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より

LDL：悪玉コレステロール → 肝臓から各臓器へコレステロールを運ぶ
増えすぎると動脈硬化の原因になる

HDL：善玉コレステロール → 余分なコレステロールを回収し肝臓に戻す
動脈硬化を防ぐ働きがある

中性脂肪：糖分や脂肪酸を材料につくられる アルコールはこれを促進する

コレステロール：2/3は体内でつくられ 1/3は食事から取り入れる

活動するときのエネルギー源 体温を保ったり内臓を衝撃から守る働きがある



脂質異常症とは
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気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より

脂質異常症：LDLコレステロール・中性脂肪が増加 HDLコレステロールが減少 した状態

→動脈硬化を起こし、それに伴う様々な症状・疾患をきたす

動脈硬化

脳梗塞

狭心症心筋梗塞

末梢動脈疾患



脂質異常症の原因

© 2022 Tokunaga clinic

5

• 生活習慣のみだれ： 肥満、運動不足、ストレス、疲労

睡眠不足、偏食、過剰飲酒

• 体質(遺伝性)

• 喫煙、加齢、閉経

• 疾患：糖尿病、甲状腺機能低下症、腎不全 など

気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より



脂質異常症の診断
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気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より

10時間以上の絶食時に測定
上記疾患をまとめて脂質異常症と定義する



脂質異常症のスクリーニング
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かかりつけ医のための適正処方の手引き より



コレステロール・中性脂肪の目標値
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動脈硬化性疾患予防ガイドライン2017 より

＊家族性高コレステロール血症、急性冠症候群の時の目標値
糖尿病＋高リスク病態(非心原性脳梗塞、末梢動脈疾患、慢性腎臓病、メタボリックシンドローム、喫煙)時でも目標値



脂質異常症の治療
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① 食事

気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より

・1日3回バランスの取れた食事 ・寝る前2時間は食べない
・タンパク質は肉より魚 ・食物繊維・ビタミン多め
・脂肪は動物性より食物性 ・菓子、清涼飲料、お酒は控えめ
・コレステロールは1日200mg以下に

② 運動

・1日30分、週3回の有酸素運動 ・少し汗ばむくらい
・こまめな水分補給 ・無理はしない
・体重管理も大事

③ 禁煙、ストレス・疲れ解消、生活リズムを整える

④ それでも軽快しないようなら内服薬による治療



脂質異常症に対する食事療法
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循環器疾患予防のための脂質異常症治療の基本
日本循環器病予防学会誌 第56巻 第1号 より



脂質異常症の治療薬
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気を付けよう! コレステロールと生活習慣 より

目標値や併存疾患などを考慮して検討します


